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低分子量 Gタンパク質はさまざまなシグナル伝達において「分子スイッチ」としてはたらく。中

でも、Rabは細胞小器官の形成や細胞内小胞輸送にはたらいている。Rab5は初期エンドソームの形
成、輸送において中心的な役割を担っているが、分裂酵母の Rab5ホモログである Ypt5の変異株で
はさまざまな表現型を示すことがわかっている。本研究は Ypt5がさまざまな細胞機能の制御にどの
ように関与しているか明らかにすることを目的としている。Ypt5を介したシグナル伝達の一端を明
らかにするため、Ypt5に結合するタンパク質を網羅的に同定し、それらの機能解析を行った。Ypt5
結合タンパク質として同定した因子のひとつ（以下タンパク質 Xとする）について、DeltaVision蛍
光顕微鏡システムを用いた詳細な局在解析を行った。栄養増殖時には、X-GFPは細胞質に一様にみ
られたが、低浸透圧条件ではドット状の局在が見られるようになった。また、胞子形成を誘導した

ところ、X-GFPは胞子の細胞膜となる前胞子膜上に局在していることがわかった。このことから、
Xは胞子形成において、前胞子膜の形成に関与していることが示唆された。Xは、他の Rabファミ
リー低分子量 Gタンパク質とも相互作用することが知られていることから、どの Rabとの相互作用
が前胞子膜形成に関わっているのか、さらなる検討が必要である。 
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